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平成 29年４月に特別支援学校小学部・中学部学習指導要領が告示され，第２章第１節 

には，各教科等の指導内容間の関連が記されており，教育課程の柔軟な編成と実施につい 

て，より具体的に示されています。 

 

知的障がい教育においては，児童生徒の障がいの状態等に応じた弾力的な教育課程が編 

成できるようになっており，教科等横断的な視点で展開される効果的な指導形態として，

各教科等の全部または一部を合わせた指導（「各教科等を合わせた指導」）を教育課程の中

心に据え，生活に密着した学習を行っています。 

しかしながら，「各教科等を合わせた指導」を行う場合に，各教科等の目標や内容を意識 

した単元構想及び授業づくりが漠然としたものになってしまったり，分析的な評価や多面 

的な評価につながりにくかったりする現状があります。 

 

「各教科等を合わせた指導」で，教科等の目標・内容を踏まえた学習活動の視点を示し， 

指導における重点を明確にすること，そして，単元や授業における評価を共有し，目標や 

内容，手立てを見直し，授業の改善につなげることが必要と考え，これらを一体化して授 

業を行うことができるよう「ＰＤＣＡシート」を作成しました。 

また，単元に複数の教科内容を含む「各教科等を合わせた指導」を行う際には，学習指 

導要領に示される各教科の内容を具体化して指導内容を設定する必要があると考え，各教 

科の目標や各段階の目標，内容から具体的な内容の例を，教科別段階別に整理し，「各教科 

の目標・各段階の目標・内容の一覧及び具体的な内容の例」を作成しました。 

 

本ガイドブックは，「各教科等を合わせた指導」での目標，内容，方法（授業の手立て）， 

学習評価を一体化させるため，「ＰＤＣＡシート」と「各教科の目標・各段階の目標・内

容の一覧及び具体的な内容の例」を活用した授業づくりについて解説することで，指導す

る先生方の授業づくりに役立てていただくことを目的とするものです。 

 

 

 

 

 

はじめに 
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１ 知的障がいの特徴について 

   知的障がいのある児童生徒に対する教育を行う場合は，知的障がいの特徴を理解しておく必要 

があります。特別支援学校小学部・中学部学習指導要領（2017）解説では，「知的障害とは,知的 

機能の発達に明らかな遅れと，適応行動の困難性を伴う状態が，発達期に起こるもの」とされて 

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

Ｑ「伴う状態」とは…？ 

 

Ａ 「知的機能の発達に明らかな遅

れ」と「適応行動の困難性」の両

方が同時に存在する状態を意味し

ています。 

知的機能の発達の遅れの原因

は，概括的に言えば，中枢神経系

の機能障害であり，適応行動の困

難性の背景は，周囲の要求水準の

問題などの心理的，社会的，環境

的要因等が関係しています。 

 

Ｑ「発達期に起こる」とは…？ 

 

Ａ この障害の多くは，胎児期，出

生時及び出生後の比較的早期に起

こることを表しています。発達期

の規定の仕方は，必ずしも一定で

はありませんが，成長期（おおむ

ね 18歳）までとすることが一般的

です。 

 

Ｑ「知的機能の発達に明らかな遅 

れ」がある状態とは…？ 

 

Ａ  認知や言語などに関わる精神機 

能のうち，情緒面とは区別される 

知的面に，同年齢の児童生徒と比 

較して平均的水準より有意な遅れ 

が明らかな状態のことです。 

 

Ｑ「適応行動の困難性」とは…？ 

 

Ａ  他人との意思の疎通，日常生活

や社会生活，安全，仕事，余暇利

用などについて，その年齢段階に

標準的に要求されるまでには至っ

ていないことであり，適応行動の

習得や習熟に困難があるために，

実際の生活において支障をきたし

ている状態のことです。 

 

 

第１章 知的障がいのある児童生徒に関する基本的事項 
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「特別支援学校学習指導要領解説 各教科等編（小学部・中学部）第４章第１節１」より 

 

適応行動の面において，生じやすい困難さについては，特別支援学校学習指導要領解説 各教科

等編（小学部・中学部）において，以下のように示されています。 

 

  

  
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上記のような知的障がいの特徴や適応行動の困難さ等を踏まえて，知的障がいのある児童生徒に

対する教育を行う特別支援学校の各教科等については，学校教育法施行規則第 126条第２項におい

て規定されています。 

 

＜概念的スキルの困難性＞ 

・言語発達：言語理解，言語表出能力など 

・学習技能：読字，書字，計算，推論など 

 

＜実用的スキルの困難性＞ 

・日常生活習慣行動：食事，排泄，衣服の着脱，清潔行動など 

・ライフスキル：買い物，乗り物の利用，公共機関の利用など 

・運動機能：協調運動，運動動作技能，持久力など 

 

第１章 知的障がいのある児童生徒に関する基本的事項 

＜社会的スキルの困難性＞ 

・対人スキル：友達関係など 

・社会的行動：社会的ルールの理解，集団行動など 
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２ 知的障がいのある児童生徒の学習上の特性について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

更に，抽象的な内容の指導よりも，実際的な生活場面の中で（例えば，券売機にお金を入れて

切符を購入する活動等），具体的に思考や判断，表現できるようにする指導が効果的です。 

 

第１章 知的障がいのある児童生徒に関する基本的事項 

実際の生活場面に即して，繰

り返して学習することで，必

要な知識や技能等を身に付け

られるようにする継続的，段

階的な指導が重要。 

学習によって得た知識や技能が

断片的になりやすく，実際の生活

の場面で生かすことが難しい。 

成功体験が少ないことなどによ

り，主体的に取り組む意欲が十分

に育っていないことが多い。 

学習の過程において，児童生

徒が頑張っているところやで

きたところを細かく認めた

り，称賛したりすることで，

児童生徒の自信や主体的に取

り組む意欲を育むことが重

要。 

学 習 上 の 特 性 

教 育 的 対 応 



 

- 4 - 

 

- 4
 - 

「特別支援学校学習指導要領解説 各教科等編（小学部・中学部）第４章第２節１」より 

 

３ 知的障がいのある児童生徒の教育的対応の基本について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「特別支援学校学習指導要領解説 各教科等編（小学部・中学部）第４章第２節２」より 

 

知的障がい教育においては，これらの特徴を理解しておくことが重要となります。 

(1) 児童生徒の知的障害の状態，生活年齢，学習状況や経験等を考慮して教育的ニーズを的

確に捉え，育成を目指す資質・能力を明確にし，指導目標を設定するとともに，指導内

容のより一層の具体化を図る。 

(2) 望ましい社会参加を目指し，日常生活や社会生活に生きて働く知識及び技能，習慣や学

びに向かう力が身に付くよう指導する。 

(3) 職業教育を重視し，将来の職業生活に必要な基礎的な知識や技能，態度及び人間性等が

育つよう指導する。その際に，多様な進路や将来の生活について関わりのある指導内容

を組織する。 

(4) 生活の課題に沿った多様な生活経験を通して，日々の生活の質が高まるよう指導すると

ともに，よりよく生活を工夫していこうとする意欲が育つよう指導する。 

(5) 自発的な活動を大切にし，主体的な活動を促すようにしながら，課題を解決しようとす

る思考力，判断力，表現力等を育むよう指導する。 

(6) 児童生徒が，自ら見通しをもって主体的に行動できるよう，日課や学習環境などを分か

りやすくし，規則的でまとまりのある学校生活が送れるようにする。 

(7) 生活に結びついた具体的な活動を学習活動の中心に据え，実際的な状況下で指導すると

ともに，できる限り児童生徒の成功経験を豊富にする。 

(8) 児童生徒の興味や関心，得意な面に着目し，教材・教具，補助用具やジグ等を工夫する

とともに，目的が達成しやすいように，段階的な指導を行うなどして，児童生徒の学習

活動への意欲が育つよう指導する。 

(9) 児童生徒一人一人が集団において役割が得られるよう工夫し，その活動を遂行できるよ

うにするとともに，活動後には充実感や達成感，自己肯定感が得られるように指導する。 

(10)児童生徒一人一人の発達の側面に着目し，意欲や意思，情緒の不安定さなどの課題に応

じるとともに，児童生徒の生活年齢に即した指導を徹底する。 

 

第１章 知的障がいのある児童生徒に関する基本的事項 
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１ 知的障がい特別支援学校の教育課程の編成について 

    特別支援学校では，障がいのある児童の実態に応じた効果的かつ弾力的な教育課程が編成され 

ています。知的障がいのある児童生徒に対する教育を行う特別支援学校小学部の各教科等につい 

ては，学校教育法施行規則第 126条において以下のように規定されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

知的障がい特別支援学校の教育課程は，児童生徒の知的障がいの状態や程度等，実態等に即し 

た指導を進めるため，指導内容を再編成して，指導形態で表すことができます。【図１】 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇学校教育法施行規則第 126条 

特別支援学校の小学部の教育課程は，国語，社会，算数，理科，生活，音楽，図画工作，

家庭，体育及び外国語の各教科，特別の教科である道徳，外国語活動，総合的な学習の時間，

特別活動並びに自立活動によって編成するものとする。 

２ 前項の規定にかかわらず，知的障害者である児童を教育する場合は，生活，国語，算数，

音楽，図画工作及び体育の各教科，特別の教科である道徳，特別活動並びに自立活動によっ

て教育課程を編成するものとする。ただし，必要がある場合には，外国語活動を加えて教育

課程を編成することができる。 

第２章  知的障がい特別支援学校（小学部）の教育課程の構造と分類 

再編成 

教育課程 

各

教

科 

生

活 

国

語 

算

数 

音

楽 

図
画
工
作 

体

育 

特
別
の
教
科 

道
徳 

外

国

語

活

動

※ 

特

別

活

動 

※外国語活動は，児童

や学校の実態を考慮

の上，小学部３学年以

上に必要に応じて設

けることができる 

【図１】知的障害特別支援学校の教育課程の基本的構造について（文部科学省 中央教育審議会 教育課

程部会，2016の図を一部改変） 

自

立

活
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  知的障がい特別支援学校で行われている指導形態は,以下の三つです。 

 

  

 

 

 

 

 

 

指導形態は,指導内容を児童生徒に教えるための方法であり,これらの指導形態が相互に関連し 

ながら，効果的かつ弾力的な教育課程が編成されています。どの指導形態を中心に取り入れるか 

によって教育課程は異なります。 

 

２ 「各教科等を合わせた指導」の形態と各教科との関連について 
 

 指導の形態について 各教科との関連について 

日常生活の指導 
日常生活の指導は，児童生徒の日常生

活が充実し，高まるように日常生活の

諸活動を適切に指導するものです。 

生活科の内容だけでなく，広範

囲に各教科等の内容が取り扱わ

れます。 

遊びの指導 
遊びを学習活動の中心に据えて，身体

活動を活発にし，仲間とのかかわりを

促し，意欲的な活動をはぐくみ，心身

の発達を促していくものです。 

生活科の内容をはじめ，各教科

等にかかわる広範囲の内容が扱

われます。 

生活単元学習 
児童生徒が生活上の目標を達成した

り，課題を解決したりするために，一

連の活動を組織的に経験することによ

って，自立的な生活に必要な事柄を実

際的・総合的に学習するものです。 

広範囲に各教科等の内容が扱わ

れます。 

作業学習 
作業活動を学習活動の中心にしなが

ら，児童生徒の働く意欲を培い，将来

の職業生活や社会自立に必要な事柄を

総合的に学習するものです。 

職業・家庭科の内容だけでなく，

広範囲に各教科等の内容が扱わ

れます。 

 

 

 

 

 

 

第２章  知的障がい特別支援学校（小学部）の教育課程の構造と分類 

○教科別の指導（教科毎の時間を設けて指導を行います。） 

○特別の教科 道徳や外国語活動，特別活動，自立活動の時間を設けて指導を行う場合 

（従前は,領域別の指導と示されていました。） 

○各教科等を合わせた指導 

（各教科，道徳科，特別活動，自立活動及び小学部においては外国語活動の一部又は全部を

合わせて指導を行います。） 

【図２】「各教科等を合わせた指導」の形態および各教科との関連 
（文部科学省 中央教育審議会 教育課程部会 特別支援教育部会（2016）の図を一部改編） 

「各教科等を合わせた指導」は，【図２】で示したように，広範囲に各教科等の内容が含まれてい

ます。単元を構想する際は，予定している学習活動がどのような教科と関連しているのかを意識し

てみましょう。 
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【図４】各教科の目標・各段階の目標・内容（国語）（特別支援学校小学部・中学部学習指導要領（2017）より引用し，作成） 

３ 各教科の目標・各段階の目標・内容の一覧及び具体的な内容の例（小学部）

の概要 

学習指導要領の改訂において，各段階における育成を目指す資質・能力を明確にするため，段

階ごとの目標が新設され，小学部は三つの段階，中学部及び高等部は二つの段階での目標が示さ

れています。また，各段階の目標を達成するために必要な内容を，児童生徒の生活年齢を基盤と

して，知的能力や適応能力及び概念的な能力等を考慮しながら段階毎に配列されています。 

「各教科の指導に当たっては，各教科の段階に示す内容を基に，児童又は生徒の知的障害の状態 

や経験等に応じて，具体的に指導内容を設定するものとする。」と記されており，更に，第１章第 

３節第３（３）において，「各教科，道徳科，外国語活動，特別活動及び自立活動の一部又は全部 

を合わせて指導を行う場合，各教科，道徳科，外国語活動，特別活動及び自立活動に示す内容を 

基に，児童又は生徒の知的障害の状態や経験等に応じて，具体的に指導内容を設定するものとす 

る。」と記されています。これらのことから，「教科別の指導」や「各教科等を合わせた指導」を 

行う際には，児童の実態に合わせて，学習指導要領に示される各教科の内容を具体化して，指導 

内容を設定する必要があります。 

    この「各教科の目標・各段階の目標・内容の一覧及び具体的な内容の例」（【図４】，【図５】）は， 

教科における児童の実態を把握したり，目安にしたりすることができ，指導内容を検討する際や， 

個別の指導計画の目標設定の際に活用することも可能です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各教科の目標や 

各段階の目標，内容を

段階別に整理したもの

を載せています。 
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【図５】具体的内容例（国語）（全国特別支援学校知的障害教育校長会編著「新しい教育課程と学習活動Ｑ＆Ａ特別支援教

育 知的障害教育」(2010)の巻末資料「知的障害特別支援学校における各教科の具体的な内容の例」を引用及び参

考に作成） 

第２章  知的障がい特別支援学校（小学部）の教育課程の構造と分類 

各教科の目標や各段階の目標，内容

から，具体的な内容の例を教科別，

段階別に整理したものを載せていま

す。 
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【図６】ＰＤＣＡシート 

４ ＰＤＣＡシートの概要 

「各教科等を合わせた指導」では，単元に含まれる教科の内容を意識したり，指導における重点 

を明確にしたりして授業を行うことや，教師間で児童への支援や手立て，評価を共有して授業の 

改善につなげることが重要です。ＰＤＣＡシート【図６】に，単元の目標や児童一人一人の１単 

位時間の目標，学習内容，手立て・支援，評価，手立て・支援の改善案を記入することで，どの 

ような手立てが有効なのか，何がどこまでできるようになっているのか，現在の手立てや支援方 

法は有効なのかを教師間で共通理解しながら，単元を展開することができます。 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第２章  知的障がい特別支援学校（小学部）の教育課程の構造と分類 

項目１ 単元全体に関わる内容 

項目４ 対象児童生徒の評価に関わる内容 

項目３ 対象児童生徒の指導に関わる内容 

項目５ 対象児童生徒の達成状況の振り返り（各教科等別）に関わる内容 

項目２ 対象児童生徒の実態に関わる内容 
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５  知的障がい特別支援学校の教育課程例 

特別支援学校は，学習指導要領において弾力的な教育課程の編成ができることが示されており， 

特に知的障がい特別支援学校では，児童生徒の実態等に応じて指導内容を具体化することができ 

るようになっています。知的障がい特別支援学校小学部において，「各教科等を合わせた指導」を 

中心に行う教育課程,「各教科等を合わせた指導」に加えて自立活動を時間割に位置付けて行う教 

育課程,自立活動を中心に行う教育課程の三つの例を挙げて説明します。  

(1)「各教科等を合わせた指導」を中心に行う教育課程 

  知的障がい者に対する教育を行う特別支援学校の「各教科等を合わせた指導」を中心に行う教

育課程です。自立活動と特別の教科 道徳については教育活動全体の中で行い，「各教科等を合わ

せた指導」については，児童の実態に合わせて「日常生活の指導」，「遊びの指導」，「生活単元学

習」を取り入れています。小学部１年，３年，５年の週授業時数の例【表１】を示します。 
 

【表１】週授業時数の例 

 

 

 

 

 

(2)「各教科等を合わせた指導」＋自立活動を時間割に位置付けて行う教育

課程 

   知的障がい者に対する教育を行う特別支援学校の各教科等に加え，自立活動を時間割に位置

付けた教育課程です。知的障がいのある児童生徒は，全般的な知的発達の程度や適応行動の状 

態に比較して，言語，運動，動作，情緒等の特定の分野に，顕著な発達の遅れや特に配慮を必

要とする様々な状態が知的障がいに随伴して見られます。このような状態等に応じて，各教科

の指導などの他に，自立活動の内容の指導を行うことが必要です。このため，児童の実態等に

応じて，自立活動の時間を適切に設定し，個人あるいは小集団で指導を行うなど，効果的に指

導を進めることが重要です。特別の教科 道徳については，教育活動全体の中で行い，「各教科

等を合わせた指導」については，児童の実態に合わせて「日常生活の指導」，「遊びの指導」，「生

活単元学習」を取り入れています。小学部１年，３年，５年の週授業時数の例【表２】を示し

ます。 
 

【表２】週授業時数の例 

 

 

 

 

日常生活の指導 遊びの指導 生活単元学習 国語・算数 図画工作 音楽 体育
小学部１年 10 2 3 5 1 2 2 1 26
小学部３年 11 6 5 1 2 2 1 28
小学部５年 11 7 5 1 2 2 1 29

自立活動

教育活動

全体の中で

行う

教育活動

全体の中で

行う

合計
各教科等を合わせた指導 教科別の指導 特別の教科

道徳
特別活動

日常生活の指導 遊びの指導 生活単元学習 国語・算数図画工作 音楽 体育
小学部１年 5 2 3 5 1 2 2 1 5 26
小学部３年 6 6 5 1 2 2 1 5 28
小学部５年 6 7 5 1 2 2 1 5 29

教育活動
全体の中で

行う

特別活動 自立活動 合計
各教科等を合わせた指導 教科別の指導 特別の教科

道徳

第２章  知的障がい特別支援学校（小学部）の教育課程の構造と分類 
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 (3) 自立活動を主として行う教育課程 

「自立活動」に関して，重複障害者のうち，障害の状態により特に必要がある場合において 

以下のように述べられています。 

 

 

 

 

 

児童の実態や障がいの状態等に応じて，自立活動の時間を適切に設定し，個人あるいは小 

集団で指導を行うなど，効果的に指導を進めることが重要です。特別の教科 道徳については， 

教育活動全体の中で行い，児童の実態に合わせて教科別の指導については「音楽」を，「各教 

科等を合わせた指導」については，「日常生活の指導」を取り入れています。小学部１年，３ 

年，５年の週授業時数の例【表３】を示します。 
 

【表３】週授業時数の例 

日常生活の指導 遊びの指導 生活単元学習国語・算数図画工作 音楽 体育
小学部１年 5 2 1 18 26

小学部３年 5 2 1 20 28

小学部５年 5 2 1 21 29

教育活動全
体の中で行う

特別活動 自立活動 合計
各教科等を合わせた指導 教科別の指導 特別の教

科道徳

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

重複障害者のうち，障害の状態により特に必要がある場合には，各教科，道徳科，外国語 

活動，若しくは特別活動の目標及び内容に関する事項の一部又は各教科，外国語活動若しくは

総合的な学習の時間に替えて，自立活動を主として指導を行うことができるものとする。 

特別支援学校小学部・中学部学習指導要領（2017）（第１章第８節の４） 

自立活動の内容は，「人間としての基本的な行動を遂行するために必要な要素と，障害による学習

上又は生活上の困難を改善・克服するために必要な要素を検討して，その中の代表的なものを項目

として六つの区分の下に分類・整理したもの」（「特別支援学校教育要領・学習指導要領解説 自立活

動編 2018」）とされています。ここでいう六つの区分とは，１ 健康の保持，２ 心理的な安定，

３ 人間関係の形成，４ 環境の把握，５ 身体の動き，６ コミュニケーションを示しています。 

自立活動の指導は，学校の教育活動全体を通じて行うものであることから，特設された自立活動

の時間はもちろん，各教科，道徳科，外国語活動，総合的な学習の時間及び特別活動の指導を通じ

て適切に行う必要があります。特別支援学校教育要領・学習指導要領解説 自立活動編（2018）第６

章では，自立活動の内容について解説されており，具体的な指導内容の例と留意点等が記されてい

ます。自立活動を指導する際には，必ず目を通しておきましょう。 

第２章  知的障がい特別支援学校（小学部）の教育課程の構造と分類 

ここがポイント 
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【図７】ＰＤＣＡシート 

１ 「各教科等を合わせた指導」の授業づくりについて                   

「各教科等を合わせた指導」の授業づくりについて，下図７のＰＤＣＡシートの記入の仕方 

と併せて解説していきます。（※Ｐ16より手順を記載しています。ＰＤＣＡシートについては， 

関連する項目をＰＤＣＡシートで示し，関連する手順の番号を下図に記載しています。） 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第３章  授業づくりガイド 

⑦ 

①,⑦ 

⑦ 

②

, 

②,③,④,⑤,⑥ 
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２ 「各教科等を合わせた指導」の授業づくりの手順及び留意点 

ここでは，「各教科等を合わせた指導」の中から，生活単元学習における授業づくりについて， 

解説します。 

 

 

 

       

 

 

 

 

 

  上記の点を踏まえ，生活単元学習における単元を構想する際のポイントとなる点を示します。併

せて単元例も示していますので，参考にしてください。 

 

 

 

 

(1) 児童生徒だけでなく，教師自身も本気で取り組めるテーマになっていますか？ 

生活単元学習において，重要なのは「単元のテーマ」であり，「単元名」です。児童生徒の興味関

心を踏まえ，子ども達が本気で取り組めるものになっているかどうかに加え，一緒に活動する教師も

含めて，「やってみたい！取り組んでみたい！」と思えるテーマになっているか検討する必要があり

ます。 

(2) 活動する全員が楽しめる活動になっていますか？ 

単元を構想する際には，学校生活や家庭生活，社会生活に直接結び付くような学習であることが大

切です。授業で一緒に活動する児童生徒や教師全員が楽しめる活動であるかどうかを検討する必要が

あります。児童生徒の様子を思い浮かべながら，子どもたちと一緒に取り組んでみたい！と思える活

動であることが重要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3) 目標や日程，活動内容等，単元計画の具体化 

単元について（１）及び（２）でテーマが決定したら，児童生徒にどんなことをねらっていく

か，日程はどのようにするか，主となる活動や児童生徒一人一人の活動内容をどう設定するか等，

構想した内容を具体化します。ここで具体化したものを，授業者間で検討します。その際に，全

員が満足感や達成感を味わうことができる単元になっているかを検討することが大切です。 

 

 

・「各教科等を合わせた指導」は，各教科等の内容を学ぶための指導の形態の一つです。このた

め，学習指導要領において目標や内容は定められていません。 

・学校生活や家庭生活，社会生活に直接結び付くような学習を設定することが重要です。 

・単元は，児童生徒の知的障がいの状態や生活年齢等及び興味や関心を踏まえたものであり， 

個人差の大きい集団にも適合するものであることが必要です。 

児童の実際の生活から発展した単元を構想する 

単元を構想する際のポイント 

第３章  授業づくりガイド 

授業づくりの際は，（１）と（２）につい

て，確認してみましょう。 
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生活単元学習「○○まつりをしよう」 

 

 

 

 

 

   生活単元学習の単元は，実際の生活から発展したものであることから，様々な単元が考えられ

ます。ここでは，一例として遊びを中心に据えた単元，ものづくりを活動の中心に据えた単元，

運動会や宿泊学習など行事を単元化したものの中から三つの例を挙げ，大きな流れについて記載

しています。単元構想の際の参考にしてください。 

 

＜遊びをテーマにした単元＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第３章  授業づくりガイド 

生活単元学習の単元の例 

○○まつりについて知ろう・計画しよう 

○○まつりの準備をしよう 

 ・お祭りグッズ（出店コーナー，うちわ，半纏）や山

車の作成 

・テーマソングを作ろう，歌おう 

 ・友達や先生と一緒に山車を引いて歩こう 

 ・招待状を作ろう 等 

○○まつりをしよう 

・学級や学年でお祭り（出店の係も含む）を楽しむ。 

・ゲストを招待して，一緒にお祭りを楽しむ。 

○○まつりを振り返ろう 

・動画や写真でお祭りを振り返ったり，楽しかったこ

とを発表し合ったりする。 

・ゲストを招待して，一緒にお祭りを楽しむ。 
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生活単元学習「母の日のプレゼントを作ろう！渡そう！」 

 

生活単元学習「○○に行こう！みんなで泊まろう！」 

 

 

＜ものづくりをテーマにした単元＞ 

 

  

  

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

＜行事をテーマにした単元＞ 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

  

 

 

 

  

 

 

 

             

第３章  授業づくりガイド 

宿泊学習当日 

母の日のプレゼント作りをしよう 

・どんなプレゼントにしよう？ 

・たんぽぽの花や，学級で育てたマリーゴールドの花で

ハンカチを染めよう 

・染め方を調べよう 

・染めるためのハンカチを買いに行こう 

・布を染めてみよう，アイロンをかけよう 等 

・ 

母宿泊学習の日程や行き先について知ろうう 

 

宿泊学習事前学習 

・しおりを作ろう，スケジュールを確認しよう 

・持ち物調べをしよう 

・入浴の手順を確認しよう 等 

母の日について知ろう 

宿泊学習事後学習 

・動画や写真で宿泊学習を振り返ったり，思い出を絵に描

いて発表したりする。 

お母さんに感謝の気持ちを伝え，プレゼントを渡そう 
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 下記に記載した手順に沿って，授業づくりを進めていきます。Ｐ12に示したＰＤＣＡシートに関

連する項目をＰＤＣＡシートで示しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

・単元題材名を設定します。単元名は生活のテーマであり，児童が単元の目標や大まか

な学習の内容を端的に把握する役割を担っていることを意識して設定する必要があ

ります。 

・単元で行う活動によって，生活に則した形での目標や課題が達成できるような目標を

設定します。 

ＰＤＣＡシート １ 全体について 

① 単元・題材名及び単元の目標を設定する  （18ページ） 

④ 単元の計画を推進するための展開案を検討する 

（21ページ） 

第３章  授業づくりガイド 

③ 単元の目標に基づいた指導計画を設定する  （20ページ） 

・単元に関わる児童の実態を把握するため，これまでの学習の様子を振り返って確認 

します。どのような学習活動に興味関心があるのか，苦手な活動はどのようなもの 

なのか等，授業を行う職員間で共通理解しておく必要があります。 

ＰＤＣＡシート ２ 対象児童生徒について 

３ 単元・題材の指導計画と主たる学び 

 

・中心になる活動を繰り返す計画にすることで，活動を積み重ねることが可能になり， 

児童が見通しを持って活動することにつながります。 

ＰＤＣＡシート３ 単元・題材の指導計画と主たる学び 

② 児童の実態把握をし，単元における個人の目標を設定する
（19ページ） 

・児童一人一人が存分に活動できるような学習内容を盛り込みます。 

・Ｔ１が授業の大きな流れや活動内容の共通理解を図るための学習指導案を作成し

ます。 

ＰＤＣＡシート３ 単元・題材の指導計画と主たる学び 
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⑤ 学習活動への手立て・支援を検討する      （23ページ） 

・教材教具や場の設定，教師の支援方法など，児童の実態や予想される行動から， 

どのような手立てや支援方法で授業を展開していくかを職員間で検討し，共有す 

ることが大切です。 

ＰＤＣＡシート３ 単元・題材の指導計画と主たる学び 

 

 

 ⑥ 評価・改善をしながら単元を進める        （24ページ） 

⑦ 単元全体を通しての評価を行い，次の単元につなげる 

(25ページ) 

・児童の学習の様子や手立て等の評価，改善等を職員間で共有し，ＰＤＣＡサイク 

ルを回して授業を行うことが大切です。 

ＰＤＣＡシート３ 単元・題材の指導計画と主たる学び 

 

 

・単元終了後に，児童の学習の様子等から変容を見取り，記録しておくことで，次 

の単元につなげやすくなる。 

・単元を振り返り，「各教科等を合わせた指導」において，どのような教科として 

の力が身に付いたかを振り返り，教科別の指導との関連を図る。 

ＰＤＣＡシート１ 全体について，４ 単元・題材の指導計画と主たる学び， 

５ 単元・題材学習後の対象児童・生徒の姿 
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単元の構想がまとまったら，単元・題材名を設定し，次に単元の目標を設定します。単元に

おいて，児童にどんな主体的な姿をねらうか,どんな主体的な姿を目指していくかという視点

で目標を検討します。ＰＤＣＡシートでは,「１ 全体について」の部分にあたります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

ここでは，生活単元学習の例として「友達や先生と一緒にいももちを作って食べよう」とい

う単元を挙げて説明します。この単元は，学校の畑に野菜の苗を植え，水やりや草取り，育て

た野菜の収穫等，畑に関する学習活動を通して，児童に収穫後の活動への期待感がみられてい

ること，児童全員が食べることへの興味関心が高いという実態から，収穫したじゃがいもを使

用した調理活動を行う単元を構想しました。 

この単元では,児童の実態等から，集団として「目指す主体的な姿」として,「友達や教師と

協力し，積極的にいももち作りに取り組む」という姿を大きな目標としています。この姿を目

指して，資質・能力の三つの柱に沿って単元の目標を設定することになります。つまり，単元

で目指す主体的な姿と資質・能力の三つの柱に沿った目標はそれぞれ関連しており，「目指す

主体的な姿」を３つの側面から捉えた目標となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

知識及び技能 思考力，判断力，表現力等 学びに向かう力，人間性等 

収穫したじゃがいもを使っ

ていももちを作ることが分

かり，いももち作りに取り組

む。 

いももちの好きな形や味付け

を選ぶ。 

同じグループの友達や教師と

一緒にいももちを作る。 

第３章  授業づくりガイド 

① 単元・題材名及び単元の目標を設定する 

目指す主体的な姿 

友達や教師と協力し，積極的にいももち作りに取り組む。 

関連 関連 関連 
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児童の実態把握として，これまでの学習の様子や児童の興味関心，得意なことや苦手なこと等

を振り返ります。ＰＤＣＡシートでは，「２ 対象児童・生徒について」の部分にあたります。 

「単元に関わる児童生徒の実態」，「本単元に関連する教科及び各教科等の主な様子」に，単元

を構想した際に関連が予想される教科としての実態をまとめておくことで，手立てや支援を検討

する際の目安になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「２ 対象児童・生徒について」を記入し,児童の実態を把握してから，個人の目標を設定し

ます。ＰＤＣＡシートでは，「３ 単元・題材の指導計画と主たる学び」の部分にあたります。

単元における児童一人一人の「目指す主体的な姿」に沿った形で，単元の目標を設定します。 

下記の【図８】は，食べ物に対する興味関心が高いことや，教師の様子を見たり，声がけを受

けながら，混ぜたりつぶしたりすることができるという児童の実態から目標を設定した例です。

学級の友達や教師と一緒に調理活動に楽しく取り組んでほしいという願いから，単元における

「目指す主体的な姿」を「友達や教師と楽しみながら，積極的にいももちを作ることができる」

とし，この目指す姿と関連づけながら，「知識及び技能」，「思考力，判断力，表現力等」，「学び

に向かう力，人間性等」の資質・能力の三つの柱に沿った目標を設定しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図８】ＰＤＣＡシート 目標設定の例 
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② 児童の実態把握をし，単元における個人の目標を設定する 
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生活単元学習「友達や先生と一緒にいももちを作って食べよう」 

 

 

 

 

   指導計画を設定する際には，単元の目標に基づいているかどうかを確認して設定する必要があ

ります。単元としてまとまりがあるかどうか，発展性のある計画になっているかどうかについて

もここで検討します。ＰＤＣＡシートでは，「３ 単元・題材の指導計画と主たる学び」の部分

にあたります。 

「友達や先生と一緒にいももちを作って食べよう」という単元では，「友達や教師と協力し，積

極的にいももち作りに取り組む」姿を目指すため，単元の指導計画として，導入部分では，畑の

じゃがいもを収穫している様子を写真で振り返ったり，実際に教師と一緒に作ったり食べたりす

る活動を取り入れ，児童の「いももち」に対する興味関心につなげる活動を設定しました。また，

グループに分かれて「いももち作り」という調理活動を中心的な活動に位置づけました。児童の

好きな「食べる活動」を盛り込みながら，自分たちが収穫したじゃがいもを使用した調理活動を

繰り返し，様々な味のいももちを作ることで，日々の期待感につなげるような計画としました。

最終日に６年生にごちそうすることで，達成感や充実感を味わうことができるような指導計画を

設定しています。 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

単元の指導計画が完成したら，ＰＤＣＡシートの「小単元名」の部分に単元計画に沿って記入 

していきます。単元によっては，ＰＤＣＡシートが１枚で収まる場合や，長期間での単元の場合 

はシートが複数枚にわたる場合も考えられます。単元に応じて活用してください。 
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③ 単元の目標に基づいた指導計画を設定する 

いももちについて知ろう 

いももちづくり①～③ 

①調理活動，いももちケチャップ味試食 

②調理活動，いももちチーズ味試食 

③調理活動，いももちみたらし味試食 

いももちづくり④ 

・調理活動，６年生にごちそうしよう 

・感想発表 
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  単元の計画を基に，設定した目標と学習内容を盛り込んだ形での展開案を検討します。ＰＤＣＡ

シートにおいて，児童の単元における目標や，学習内容等が記入されることから，学習指導略案【図

９】を作成し，授業の大きな流れや活動内容を職員間で共通理解を図ることが必要となります。 

ＰＤＣＡシートでは，「３ 単元・題材の指導計画と主たる学び」の部分にあたります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                            

【図９】学習指導略案の例 

 

 

④ 単元の計画を推進するための展開案を検討する 
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  まず初めに，Ｔ１が示す授業の大きな流れをもとにして，単元における１単位時間の目標を設定

します。次に，生活単元学習としての目標を，教科の内容と関連があるのではないかという視点で

捉えます。そして，学習内容については，「各教科の目標・各段階の目標・内容の一覧及び具体的

な内容の例」を参考にして，教科の内容との関連をＰＤＣＡシートに記入します。 

  ①は，目標と教科との関連部分です。「いももちに興味を持つ」という目標は，生活や音楽と関

連があるという視点で捉え，目標に続けてカッコ書きで教科名を記入します。 

  ②は，学習内容と教科の内容との関連部分です。「畑で収穫したじゃがいもの調理について，活

動内容を知る」という学習内容を「各教科の目標・各段階の目標・内容の一覧及び具体的な内容の

例」に照らし合わせていくと，「生活 ウ日課・予定１段階の１」の「教師と一緒に，日課に沿っ

て行動し，学校生活に簡単な見通しをもつ」に関連していると考えられます。また，「自分のグル

ープの工程の一部を教師と一緒に体験的に行う」という学習内容は，「生活 キ手伝い・仕事１段

階の１」に，「いももちのテーマソングを歌う」という学習内容は，「音楽 Ａ表現２段階の 19」

に関連していると考えられ，「各教科の目標・各段階の目標・内容の一覧及び具体的な内容の例」

を参考にして，教科の内容との関連をシートに記入します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
音楽 Ａ 表現 （２段階） 

19 覚えやすい特徴のあるリズムの曲を聴き，繰り返し身体を動

かすことで，リズムの特徴を身体で感じる。 

① 

② 

生活 ウ 日課・予定（１段階） 

１ 教師と一緒に，日課に沿って行動し，学校生活に簡単な見通

しをもつ。 

生活 キ 手伝い・仕事（１段階） 

１ 教師と一緒に，配布物を配ったり，教材等を運搬したりする。 
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想定している学習内容が

「具体的な内容の例」に記

載されていない場合は，学

習指導要領や「具体的な内

容の例」に記載されている

目標・内容の一覧を参考に

して，学習内容を記入して

ください。 
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児童が学習内容を行うためにどのような手立てや支援を行うかを検討し，一貫した指導を行う

ために，授業者間で共通理解を図ることが必要です。 

ＰＤＣＡシートでは，「３ 単元・題材の指導計画と主たる学び」の部分にあたります。目標

や学習内容をシートに記入したら，児童の実態に応じ，学習活動を行うための手立てや支援方法

を検討します。 

「畑で収穫したじゃがいもの調理について，活動内容を知る」という活動に対する手立て・支

援は，例に挙げている児童の実態として，視覚的な支援が有効であることから，「視覚的に理解

できるように，スライドの写真などを見せる」としています。あわせて，児童の実態や，予想さ

れる行動等から，教師の支援方法や教材教具の検討を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第３章  授業づくりガイド 

⑤ 学習活動への手立て・支援を検討する 

【図 10】ＰＤＣＡシート 
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【図 11】ＰＤＣＡシート 

 

 

 

 

授業に入る教員全員で、授業における共通の目標に基づいて各授業時ごとの評価を共有すると 

いうＰＤＣＡサイクルを回し，児童の手立てや支援の改善案を検討したり，目標や学習内容の見直

しを図ったりしながら，授業の改善を行っていきます。 

ＰＤＣＡシートでは，「３ 単元・題材の指導計画と主たる学び」の部分にあたります。１単位

時間ごとに目標や学習内容の評価とあわせて，手立てや支援の評価をシートに記入します。評価や

手立て・支援の変更点については，授業者間で確認し，共通理解して次時の授業を行うことが大切

です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

下記のＰＤＣＡシート【図 11】は，手立て・支援を授業後に評価し， 

改善を行った例です。じゃがいもを潰す際に，床や机上にじゃがいもが 

落ちてしまうため，「じゃがいもをラップに包んで潰す」という手立てを 

講じましたが，「潰しているうちにラップが緩んだ」という結果から，手 

立ての改善が必要であると記号による評価（▲）がなされています。こ 

れを受け，次時に向けて改善案を授業者間で検討し，「フリーザーバッグ 

に入れて，じゃがいもを潰す」という手立てに変更されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｐ Ｄ Ｃ Ａ 

ＰＤＣＡサイクルを
循環させて， 
次時につなげること
が大切です！ 
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⑥ 評価・改善をしながら単元を進める 

「ＰＤＣＡサイクル
を循環させる＝学習
内容や手立てだけで
なく，教材教具も変
化していく」という
ことです。修正する
可能性を念頭に置い
た教材づくりを！ 
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単元を通して，児童の活動の様子から，単元の目標を三つの観点で記述式で評価をします。ＰＤ

ＣＡシートでは，「４ 対象児童・生徒に対する単元の目標は達成できたか」の部分にあたります。

これまでＰＤＣＡシートに記入してきた１単位時間ごとの評価を参考にしたり，授業者間で評価を

共有し合うことが大切です。 

 

 

 

 

 

 

評価の記入が終わったら，「各教科等を合わせた指導」の単元を通して，児童にどんな力が身に 

付いたかを振り返ることが大切です。「各教科等を合わせた指導」に関連する教科として，こんな 

力が身に付いたということを，「各教科の目標・各段階の目標・内容の一覧及び具体的な内容の例」 

を参考に，児童の活動の様子を各教科に置き換えて，ＰＤＣＡシートの「５ 単元・題材学習後の 

対象児童・生徒の姿」に記入します。このことにより，「各教科等を合わせた指導」の単元に，ど 

のような教科が含まれていたかということを明確にすることができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑦ 単元全体を通しての評価を行い，次の単元につなげる 
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「・」は，単元に含まれることを予想していた教科や児童の様子について，

「○」は，単元を通して，児童の主体的な活動から，教師の予想を超えて 

見られた児童の姿や教科について記述しています。 
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最後に，行った単元全体を振り返り，良かった点や改善が必要であった点等を，ＰＤＣＡシートの

「１ 全体について」の「振り返り・改善点」に記入し，まとめます。単元ごとにまとめておくこと

で，次の単元につなげやすくなり，単元を発展させる際の参考にすることができます。 
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※「友達や先生と一緒にいももちを作って食べよう」という単元において，児童が意欲的に取り組

むことができていたこと，６年生にいももちをごちそうしたという経験等から、単元を発展させ

た形で、「ゲストを招待して，いももちをごちそうしよう」という単元の設定も可能です。おい

しいいももちを作って，多くの人に食べてほしいという児童の思いが，より主体的な活動につな

がっていきます。 
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ここがポイント 

 

 

 

 

 生活単元学習の単元は，児童生徒の学習活動が生活的な目標や課題に沿って組織されることが 

 大切です。生活単元学習の指導における留意点として，以下の６点が挙げられています。生活単 

元学習の単元を構想する際は，下記の点に留意しながら，単元を構想する必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

特別支援学校小学部・中学部学習指導要領（2017）解説より 

①単元は，実際の生活から発展し，児童生徒の知的障害の状態や生活年齢等及び興味や関心 

を踏まえたものであり，個人差の大きい集団にも適合するものであること。 

②単元は，必要な知識や技能の習得とともに，思考力，判断力，表現力等や学びに向かう力， 

人間性等の育成を図るものであり，生活上の望ましい態度や習慣が形成され，身に付けた 

指導内容が現在や将来の生活に生かされるようにすること。 

③単元は，児童生徒が指導目標への意識や期待を持ち，見通しをもって，単元の活動に意欲 

的に取り組むものであり，目標意識や課題意識，課題の解決への意欲等を育む活動をも含 

んだものであること。 

④単元は，一人一人の児童生徒が力を発揮し，主体的に取り組むとともに，学習活動の中で 

様々な役割を担い，集団全体で単元の活動に協働して取り組めるものであること。 

⑤単元は，各単元における児童生徒の指導目標を達成するための課題の解決に必要かつ十分 

な活動で組織され，その一連の単元の活動は，児童生徒の自然な生活としてのまとまりの 

あるものであること。 

⑥単元は，各教科等に係る見方・考え方を生かしたり，働かせたりすることのできる内容を 

含む活動で組織され，児童生徒がいろいろな単元を通して，多種多様な意義のある経験が 

できるよう計画されていること。 
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       資料１ ＰＤＣＡシート様式 

       資料２ ＰＤＣＡシート記入例①，② 

資料３ 各教科の目標・各段階の目標・内容の一覧及び具体的な内容の例(小学部) 

引用・参考文献等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参 考 資 料 



 

- 28 - 

 

- 2
8

 - 

 

 

資料１ PDCA シート様式 

Si- 

Si- 
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資料２ PDCA シート記入例① 
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